
議会だより 第139号
平成27年4月23日

福 島 県 石 川 郡
玉 川 村 議 会

主　な　内　容
3月定例会の審議議案 …………………… 2
第1回臨時会 ……………………………… 3
村長施政方針……………………………… 4
3月定例会の条例の制定・改正、
補正予算、請願など ……………………5～7
平成27年度予算 ………………………… 8
3月定例会一般質問 ………………… 9～11
各種話題、議会のうごきなど ……………12

住所 石川郡玉川村大字小高字中畷 9
TEL 0 2 4 7 - 5 7 - 4 6 3 0

発行責任者　須 藤 利 夫
編集委員会　小 林 徳 清・車 田 悦 夫
　　　　　　渡 邊 一 雄・塩 澤 重 男
　　　　　　鈴 木 忠 雄

印 刷 　㈲円 谷 印 刷３月定例会３月定例会

母校に感謝母校に感謝
川辺小閉校式川辺小閉校式

　川辺小学校の閉校式が３月２３日に行われま　川辺小学校の閉校式が３月２３日に行われま
した。全校児童58人や地域住民らが校歌を歌いした。全校児童58人や地域住民らが校歌を歌い
１４１年の歴史に幕を下ろす母校に感謝をして別１４１年の歴史に幕を下ろす母校に感謝をして別
れを惜しみました。れを惜しみました。



議 会 だ よ り （２）平成27年4月23日

（第1回臨時会：2月24日）

議案番号 議　　　　　案　　　　　名 採決
車

田

渡

邊

塩

澤

小

林

鈴

木

飯

島

大
和
田

田

子

西

川

三

瓶
森
須

藤

議案第1号 平成26年度玉川村一般会計補正予算（第６号） 可決 × × ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○

（3月定例会）

議案第2号 村道の路線変更 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第3号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第4号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整備に関する条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第5号 教育長の勤務時間及び勤務条件等に関する条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第6号 教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第7号 たまかわっ子誕生祝金支給条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第8号 玉川村子ども・子育て支援法に基づく過料に関する条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第9号 玉川村指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に
係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第10号 玉川村地域包括支援センターの職員等に係る基準を定める条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第11号 玉川村行政手続条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第12号 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第13号 玉川村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第14号
玉川村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指
定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第15号 玉川村介護保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第16号 玉川村村営住宅管理条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第17号 玉川村立幼稚園条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第18号 平成26年度玉川村一般会計補正予算（第７号） 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第19号 平成26年度玉川村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第20号 平成26年度玉川村介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第21号 平成26年度玉川村後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第22号 平成26年度玉川村上水道事業会計補正予算（第３号） 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第23号 平成27年度玉川村一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第24号 平成27年度玉川村国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第25号 平成27年度玉川村介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第26号 平成27年度玉川村後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第27号 平成27年度玉川村農業集落排水事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第28号 平成27年度玉川村上水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第29号 玉川村固定資産評価審査委員会委員の選任 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第30号 玉川村固定資産評価審査委員会委員の選任 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第31号 玉川村固定資産評価審査委員会委員の選任 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第32号 玉川村監査委員の選任 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第１号 玉川村議会委員会条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 提 ○

発議第２号 ＪＡグループの自己改革の実現に向けた意見書の提出 可決 ○ ○ 提 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第３号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書の提出 可決 ○ ○ ○ ○ 提 ○ ○ ○ ○ ○ ○

※読みやすくするため、議案件名を一部省略しています。

次 回 の 定 例 会 　 6 月 中 旬 予 定
議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か 　 3 月 定 例 会 の 傍 聴 人 数 1 5 人

審議議案と各議員の賛否　○は賛成、×は反対、提は提出者、欠は欠席　須藤議長は採決に加わらないため空欄



議 会 だ よ り（３） 平成27年4月23日

第
１
回
臨
時
会

　

平
成
27
年
２
月
24
日
に
開
催
さ

れ
た
臨
時
会
は
、一
般
会
計
補
正
予

算（
第
６
号
）が
審
議
さ
れ
た
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
億
７
１

５
８
万
９
千
円
を
追
加
し
、予
算
総

額
を
52
億
４
９
１
１
万
４
千
円
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
補
正
の
主
な
も
の
は
、表
１

の
と
お
り
で
す
。

問　

大
和
田
宏
議
員　

財
政
調
整

積
立
金
、
学
校
等
建
設
基
金
、
地

域
振
興
基
金
を
取
り
崩
し
て
繰
入

れ
し
、
認
定
こ
ど
も
園
建
設
費
と

し
て
事
業
主
体
で
あ
る
社
会
福
祉

協
議
会
へ
補
助
金
を
支
出
す
る
と

い
う
や
り
方
は
妥
当
な
の
か
。

答　

塩
澤
総
務
課
長　

認
定
こ
ど

も
園
建
設
と
い
う
目
的
に
合
っ
た

基
金
を
取
り
崩
し
、
補
助
金
と
し

て
支
出
す
る
こ
と
に
は
問
題
な
い

と
考
え
て
い
る
。

問　

大
和
田
宏
議
員　

定
員
が
70

名
ほ
ど
減
っ
て
い
る
が
、
人
数
に

合
っ
た
施
設
の
見
直
し
を
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

答　

丹
内
教
育
課
長　

見
直
せ
る

部
分
は
特
に
な
い
が
、
追
加
で
設

備
を
要
望
し
て
い
た
も
の
に
つ
い

て
見
直
し
を
検
討
し
た
い
。

問　

車
田
悦
夫
議
員　

定
員
が
ふ

え
た
場
合
に
受
入
れ
で
き
る
の

か
。

答　

丹
内
教
育
課
長　

定
員
が
２

１
０
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
受
入

れ
可
能
面
積
は
２
８
０
名
入
れ
る

建
物
と
な
っ
て
い
る
。

問　

車
田
悦
夫
議
員　

太
陽
光
パ

ネ
ル
を
設
置
し
な
け
れ
ば
、
そ
の

分
工
事
費
が
圧
縮
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

答　

丹
内
教
育
課
長　

再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
を
利
用
し
た
施
設
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

車
田
悦
夫
議
員　

床
暖
房
が

入
っ
て
い
る
範
囲
は
ど
こ
ま
で

か
。

答　

丹
内
教
育
課
長　

部
屋
の
部

分
は
入
っ
て
い
る
。

問　

小
林
徳
清
議
員　

１
年
前
倒

し
し
た
の
は
早
急
で
は
な
か
っ
た

か
。

答　

村
長　

保
育
所
は
老
朽
化
し

耐
震
に
合
わ
な
い
と
以
前
か
ら
指

摘
が
あ
り
、
村
と
し
て
も
建
設
に

つ
い
て
10
年
前
か
ら
検
討
し
て
き

た
。

問　

鈴
木
忠
雄
議
員　

補
助
金
２

億
円
の
算
出
根
拠
は
。

答　

丹
内
教
育
課
長　

県
の
補
助

金
の
、
補
助
基
準
額
で
人
数
の
区

分
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
が
、
４
億

２
千
万
円
の
２
分
の
１
で
あ
る
。

問　

三
瓶
力
議
員　

基
本
設
計

で
、
現
場
の
先
生
の
意
見
を
聞
い

た
の
か
。

答　

丹
内
教
育
課
長　

教
室
の
配

置
、
ト
イ
レ
の
配
置
な
ど
を
検
討

し
た
も
の
を
反
映
さ
せ
て
い
る
。

問　

三
瓶
力
議
員　

面
積
が
ふ
え

た
の
は
な
ぜ
か
。

答　

丹
内
教
育
課
長　

調
理
室
な

ど
の
面
積
が
増
え
た
た
め
。

問　

渡
邊
一
雄
議
員　

建
物
の
建

設
は
ど
こ
が
行
う
の
か
。

答　

丹
内
教
育
課
長　

建
設
・
運

営
・
管
理
は
社
会
福
祉
協
議
会
で

行
う
。

反
対
討
論

鈴
木
忠
雄
議
員

　

な
ぜ
、
こ
の
認
定
こ
ど
も
園
建

設
事
業
を
急
い
で
い
る
の
か
。
急

ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
容
が
拙
速

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
保

護
者
、
村
民
と
の
話
し
合
い
を

持
っ
て
い
な
い
。
事
業
主
体
が
社

会
福
祉
協
議
会
と
い
う
こ
と
が
不

明
確
で
あ
る
。
事
業
そ
の
も
の
の

中
身
、
運
営
も
不
明
確
で
あ
る
。

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
、
今
ま

で
説
明
し
た
内
容
で
は
不
安
が
大

き
い
。
思
い
切
っ
て
白
紙
撤
回
し

て
、
再
度
見
直
し
て
提
出
す
べ
き

で
あ
る
と
思
う
の
で
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

森
清
重
議
員

　

１
点
目
は
、
保
育
所
、
幼
稚
園

と
も
に
老
朽
化
し
て
き
て
い
る
。

猶
予
で
き
な
い
現
状
で
、
待
っ
た
な

し
の
時
に
仮
称
「
認
定
こ
ど
も
園
」

が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
２
点
目
は
、

我
々
議
会
も
視
察
研
修
な
ど
を
重

ね
、
そ
の
必
要
性
は
認
識
さ
れ
た

も
の
と
思
う
。
３
点
目
は
、
公
債

比
率
が
県
内
ワ
ー
ス
ト
４
位
ま
で

落
ち
込
ん
だ
財
政
を
健
全
化
し
た

う
え
に
、
財
政
調
整
積
立
金
や
学

校
等
建
設
基
金
な
ど
に
努
力
し
た

た
め
起
債
を
起
こ
さ
ず
、
補
正
予

算
を
組
ん
だ
こ
と
を
評
価
し
認
め

る
べ
き
で
あ
る
。
広
報
た
ま
か
わ

１
月
号
で
石
森
村
長
の
年
頭
の
あ

い
さ
つ
に
、「
老
朽
化
し
た
幼
稚
園

と
泉
保
育
所
を
一
本
化
し
た
（
仮

称
）
認
定
こ
ど
も
園
を
建
設
し
、

平
成
28
年
４
月
の
開
所
に
向
け
て

推
進
し
て
参
り
ま
す
」
と
の
文
面

に
、
幼
児
や
児
童
の
保
護
者
は
大

い
に
期
待
を
し
、
待
ち
望
ん
で
い
る

声
を
聴
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
時

宜
を
得
た
施
策
と
感
じ
、
目
標
に

向
か
って
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
希
望

し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

区分 款 補正額 備　　　　考

歳入

繰 入 金 710,100 財政調整積立金繰入金、学校等建設
基金繰入金など

地方交付税 50,000 特別交付税

県 支 出 金 11,489 安心こども基金事業補助金

歳出 教 育 費 771,849 認定こども園整備事業補助金など

表１ 第１回臨時会一般会計補正予算（第６号）の主なもの
（単位：千円）

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

答

答

答答答 答

答

答 答答

問

問

問問問問

問 問問問

反　

対　

討　

論

賛　

成　

討　

論



議 会 だ よ り平成27年4月23日 （４）

　

第
５
次
玉
川
村
振
興
計
画
の
将

来
像
『
未
来
に
つ
な
が
る
村
づ
く

り
〝
元
気
な
〞
た
ま
か
わ
』
を
目

指
し
、
一
般
会
計
当
初
予
算
総
額

は
、
39
億
円
と
し
た
。

　

５
つ
の
基
本
方
針
を
も
と
に
、

平
成
27
年
度
の
主
な
新
事
業
に
つ

い
て
、

「
豊
か
な
人
間
性
、
郷
土
を
愛
す

る
心
を
育
む
村
づ
く
り
」

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」に
基
づ
き
、教
育
委
員
会
に

「
子
育
て
支
援
に
関
す
る
係
」を
設

置
し
、幼
稚
園
・
保
育
所
か
ら「
認

定
こ
ど
も
園
」へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移

行
が
で
き
る
よ
う
対
応
し
ま
す
。

「
共
に
支
え
あ
い
、
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
」

新
た
な
地
域
の
活
性
化
や

自
治
体
の
運
営
の
あ
り
方
が
試
さ
れ
る
年

石 森 春 男  村長

村
長
施
政
方
針

　

玉
川
村
の
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
の
誕
生
を
祝
福
し
、
健
や
か
な

成
長
を
願
い
、
新
た
に
「
た
ま
か

わ
っ
子
誕
生
祝
金
支
給
条
例
」
を

制
定
し
、
更
な
る
子
育
て
支
援
と

し
て
支
給
対
象
枠
と
誕
生
祝
金
を

拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

「
環
境
に
や
さ
し
く
、
快
適
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
」

　

道
路
整
備
と
し
て
、
新
た
に
村

道
中
―
16
号
線
、
村
道
中
―
17
号

線
の
改
良
舗
装
計
画
の
た
め
の
調

査
に
着
手
し
、
舗
装
修
繕
工
事
と

し
て
村
道
Ⅰ
―
１
号
線
を
実
施
し

ま
す
。

　

国
道
・
県
道
の
歩
道
設
置
要
望

区
間
、
右
折
レ
ー
ン
要
望
区
間
に

つ
い
て
、
特
に
、
玉
川
工
業
団
地

入
口
の
右
折
レ
ー
ン
滞
留
長
の
延

長
工
事
、
東
側
歩
道
の
設
置
工
事

に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
着
工

で
き
る
よ
う
地
元
地
権
者
と
福
島

県
と
の
連
絡
調
整
を
と
り
な
が
ら

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

阿
武
隈
川
浸
水
対
策
事
業
や
泉

郷
川
の
河
川
整
備
の
促
進
、
金
波

川
の
河
川
改
修
の
早
期
着
手
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
へ
の
要
望
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

　

役
場
周
辺
に
お
け
る
農
業
集
落

排
水
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

関
係
す
る
地
区
か
ら
の
事
業
推
進

委
員
の
皆
様
と
、事
業
採
択
に
向
け

て
連
絡
調
整
を
図
って
い
き
ま
す
。

　

上
水
道
に
つ
い
て
、
旧
簡
易
水

道
区
域
と
上
水
道
区
域
を
接
続
す

る
、
配
水
管
布
設
工
事
を
実
施
し
、

四
辻
新
田
の
水
源
の
利
用
を
検
討

し
て
、
給
水
区
域
の
拡
大
や
経
営

の
安
定
化
を
目
指
し
、
福
島
空
港

へ
の
バ
イ
パ
ス
配
水
管
布
設
工
事
、

粟
踏
石
配
水
池
へ
の
送
・
配
水
管

の
耐
震
工
事
を
実
施
し
、
防
災
機

能
の
向
上
を
図
って
い
き
ま
す
。

　

老
朽
化
し
て
い
る
農
業
水
利
施

設
の
う
ち「
鬼
淵
堰
」に
つ
い
て
、

機
能
診
断
を
実
施
し
、
施
設
の
長

寿
命
化
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

竜
崎
字
原
作
田
地
内
に
耐
震
性

貯
水
槽
１
基
を
設
置
し
て
、
安
心

な
住
民
の
生
活
に
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

「
魅
力
的
で
活
力
に
満
ち
た
村
づ

く
り
」

　
コ
メ
生
産
農
家
に
引
き
続
き
生

産
意
欲
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
た
め
、
種
も
み
代
の
補
助
を

行
い
、
農
家
負
担
の
軽
減
を
図
り
、

地
域
農
業
の
将
来
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
、
地
域
の

関
係
者
が
話
し
合
い
、「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
今
年
度
も
積

極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

村
商
工
会
運
営
の
助
成
支
援
を
行

い
「
農
業
・
商
業
・
工
業
」
が
連

携
し
て
、
村
内
・
外
の
人
の
交
流

を
図
り
、
プ
レ
ミ
ア
ム
20
％
の
商
品

券
を
発
売
し
て
、
村
民
の
消
費
喚

起
・
生
活
支
援
と
村
内
商
工
業
者

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

村
内
に
住
宅
を
求
め
る
方
に
対

す
る
補
助
事
業
を
実
施
し
て
、
村

内
へ
の
転
入
の
促
進
と
、
転
出
の

防
止
を
図
っ
て
人
口
増
加
に
繋
げ

て
い
き
ま
す
。

　

工
業
に
つ
い
て
、新
た
な
企
業
誘

致
の
た
め
の
情
報
収
集
、情
報
発
信

を
積
極
的
に
推
進
し
、雇
用
の
場
の

創
出
、優
良
企
業
の
確
保
に
努
め
、

製
造
業
に
お
け
る
新
た
な
受
発
注

機
会
の
獲
得
の
た
め
の「
ビ
ジ
ネ
ス

マッ
チ
ン
グ
」事
業
へ
の
支
援
を
し
て

い
き
ま
す
。

　

村
観
光
と
し
て
、
観
光
資
源
の

掘
り
起
こ
し
を
行
っ
た
資
源
を
今

後
活
用
で
き
る
か
ど
う
か
を
精
査

し
、
観
光
と
し
て
活
用
が
図
れ
る

も
の
が
あ
れ
ば
具
体
的
な
整
備
や

Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

「
時
代
の
変
化
に
的
確
に
対
応
で

き
る
村
づ
く
り
」

　

元
気
な
村
づ
く
り
の
た
め
に
、各

種
委
員
に
女
性
の
登
用
な
ど
を
推

進
し
て
、女
性
な
ら
で
は
の
視
点
か

ら
の
意
見
や
助
言
を
い
た
だ
き
、身

近
な
村
政
づ
く
り
に
努
め
、地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
配
置
し
て
、地
域
ブ

ラ
ン
ド
や
地
場
産
品
の
開
発・販
売・

Ｐ
Ｒ
、地
域
お
こ
し
の
支
援
や
住
民

生
活
支
援
な
ど
地
域
協
力
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
し
、地
域
へ
の
定
住
定
着

を
図
って
い
き
ま
す
。

整備された認定こども園建設予定地整備された認定こども園建設予定地
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３
月

定

例

会

あ ら ま し
　

玉
川
村
議
会
３
月
定
例
会

は
、
３
月
９
日
か
ら
16
日
ま

で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
条
例
の

制
定
や
改
正
等
が
14
件
、
村

道
路
線
変
更
が
１
件
、
補
正

予
算
が
５
件
、
平
成
27
年
度

当
初
予
算
６
件
な
ど
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
３

名
の
議
員
が
登
壇
し
て
、
村

執
行
機
関
の
考
え
を
質
し
ま

し
た
。

村
道
の
路
線
変
更

条
例
の
制
定
・
改
正

総
合
整
備
計
画
の
変
更

　

村
道
竜
―
18
号
線
と
川
―
１
号

線
に
お
い
て
起
点
に
変
更
が
生
じ

た
た
め
、
道
路
法
第
10
条
第
３
項

の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
計
画
は
、
辺
地
対
策
事
業
債

を
財
源
と
し
て
、
青
井
沢
集
会
所

改
修
を
実
施
す
る
た
め
、
平
成
26

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設

の
総
合
整
備
計
画
の
変
更

の
総
合
整
備
計
画
の
変
更

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一

び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

教
育
長
の
勤
務
時
間
及

教
育
長
の
勤
務
時
間
及

び
勤
務
条
件
等
に
関
す

び
勤
務
条
件
等
に
関
す

る
条
例
の
制
定

る
条
例
の
制
定

教
育
長
の
職
務
に
専
念

教
育
長
の
職
務
に
専
念

す
る
義
務
の
特
例
に
関

す
る
義
務
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
制
定

す
る
条
例
の
制
定

た
ま
か
わ
っ
子
誕
生
祝
金

た
ま
か
わ
っ
子
誕
生
祝
金

支
給
条
例
の
制
定

支
給
条
例
の
制
定

村
行
政
手
続
条
例
の
一
部

村
行
政
手
続
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

改
正
す
る
条
例

村
営
住
宅
管
理
条
例
の

村
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
部
を
改
正
す
る
条
例

村
立
幼
稚
園
条
例
の
一
部

村
立
幼
稚
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

を
改
正
す
る
条
例

村
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

村
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

村
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

村
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定

設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た

ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た

村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基

村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基

づ
く
過
料
に
関
す
る
条
例
の
制
定

づ
く
過
料
に
関
す
る
条
例
の
制
定

村
地
域
包
括
支
援
セ
ン

村
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
等
に
係
る
基

タ
ー
の
職
員
等
に
係
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

村
指
定
介
護
予
防
支
援
等

村
指
定
介
護
予
防
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

並
び
に
指
定
介
護
予
防
支

並
び
に
指
定
介
護
予
防
支

援
等
に
係
る
介
護
予
防
の

援
等
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の

方
法
に
関
す
る
基
準
等
を

方
法
に
関
す
る
基
準
等
を

定
め
る
条
例
の
制
定

定
め
る
条
例
の
制
定

年
度
１
カ
年
で
策
定
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

青
井
沢
集
会
所
改
修
に
伴
う
設

計
監
理
委
託
と
改
修
工
事
で
、
事

業
精
査
の
結
果
、
事
業
費
を
１
９

０
万
８
千
円
減
額
し
、
１
７
３
８

万
８
千
円
と
す
る
た
め
、
計
画
の

変
更
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
、
本
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
関

係
す
る
条
例
の
制
定
と
一
部
改
正

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

玉
川
村
の
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
の
誕
生
を
祝
福
し
、
健
や
か
な

成
長
を
願
い
、
よ
り
一
層
の
子
育

て
支
援
と
若
年
層
の
増
加
を
図
る

た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
過

料
に
つ
い
て
定
め
る
た
め
、
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
３
次
地
方
分
権
一
括
法
の
公

布
に
基
づ
き
、
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
伴

い
、
関
係
条
文
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
あ
る

　

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

３
年
毎
に
サ
ー
ビ
ス
見
込
み
量

の
見
直
し
を
行
い
、
平
成
27
年
度

か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
第
６
期

事
業
期
間
の
保
険
料
を
改
正
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

入
居
資
格
に
つ
い
て
、
住
所
要

件
及
び
勤
務
地
要
件
を
削
除
す
る

た
め
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
幼

稚
園
の
授
業
料
の
算
定
を
保
護
者

の
所
得
に
応
じ
て
行
う
こ
と
と
な

っ
た
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

国
の
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直

し
、
福
島
県
人
事
委
員
会
の
勧
告

に
基
づ
く
給
与
改
定
な
ど
に
準
じ

て
、
給
与
表
を
改
正
し
、
ま
た
気

象
デ
ー
タ
の
基
準
が
見
直
さ
れ
当

村
が
、
寒
冷
地
手
当
の
支
給
地
域

か
ら
除
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
関

係
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
あ
る
。

め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法

め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
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補

正

予

算

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

上
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

地
方
創
生
の一環
と
し
て
新
た
に

地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た

め
の
各
種
事
業
に
係
る
経
費
、除
染

対
策
事
業
、社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
事
業
、小
中
学
校
空
調
設

備
設
置
事
業
な
ど
、各
種
事
業
の

精
算
に
か
か
る
も
の
で
、歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
を
１
億
１
２
６
８
万
円

減
額
し
、予
算
総
額
を
51
億
３
６
４

３
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
補
正
の
主
な
も
の
は
、
表

２
の
と
お
り
で
す
。

　

社
会
保
障・税
番
号
制
度
シ
ス
テ

ム
整
備
事
業
、地
域
創
生
総
合
戦

略
策
定
事
業
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
設
備
設
置
事
業
、定
住
促
進
事

業
、た
ま
か
わ
っ
子
誕
生
祝
金
支
給

事
業
、プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事

業
、認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業
に
つ

い
て
、次
年
度
へ
繰
越
し
、継
続
し
て

事
業
を
実
施
す
る
た
め
、繰
越
明

許
費
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

保
険
給
付
費
の
減
額
お
よ
び
補

助
金
等
の
確
定
に
よ
る
も
の
で
、

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
３
１
４
５

万
２
千
円
減
額
し
、
予
算
総
額
を

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
８
３
３

万
８
千
円
追
加
し
、
予
算
総
額
を

４
億
８
５
５
３
万
９
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

な
お
補
正
の
主
な
も
の
は
、
表

４
の
と
お
り
で
す
。

　
（
１
）収
益
的
収
支
の
総
額
か
ら

　

歳
入
歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
87
万

７
千
円
減
額
し
、
予
算
総
額
を
５

区分 款 補正額 備　　　　考

歳
入

村 　 税 26,334 法人村民税、固定資産税

地方消費税交付金 10,499 地方消費税交付金

県 支 出 金 △ 57,864 除染対策事業費など

繰 入 金 △ 87,500 財政調整積立金など

歳
出

商 工 費 18,189 地域住民生活等緊急支援事業など

衛 生 費 △ 32,327 除染対策事業など

土 木 費 △ 30,278 社会資本整備総合交付金事業など

教 育 費 △ 57,916 小中学校空調設備設置事業など

区分 款 補正額 備　　　　考

歳入

共同事業交付金 11,601 保険財政共同安定化事業交付金など

国民健康保険税 8,678 国民健康保険税

国庫支出金 △ 41,771 調整交付金

県 支 出 金 △ 10,482 調整交付金

歳出 保険給付費 △ 11,716 療養給付費、高額療養費

区分 款 補正額 備　　　　考

歳入

国庫支出金 4,800 介護給付費負担金など

支払基金交付金 3,974 介護給付費交付金

県 支 出 金 1,264 介護給付費負担金

歳出 保険給付費 8,167 居宅介護サービス給付費など

表２ 一般会計補正予算（第７号）の主なもの

表３ 国民健康保険特別会計補正予算（第２号）の主なもの

表４ 介護保険特別会計補正予算（第３号）の主なもの

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）
８
億
６
７
７
６
万
７
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

な
お
補
正
の
主
な
も
の
は
、
表

３
の
と
お
り
で
す
。

０
８
０
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
保
険
料

で
84
万
２
千
円
を
減
額
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
で
73

万
３
千
円
を
減
額
す
る
も
の
で
あ

る
。

そ
れ
ぞ
れ
３
４
５
万
円
減
額
し
、収

益
的
収
支
の
総
額
を
１
億
８
２
９

４
万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
２
）資
本
的
収
支
の
補
正
に
つ

い
て
、
大
字
吉
地
内
に
お
け
る
配

水
管
布
設
替
工
事
の
精
算
に
よ

り
、
収
入
の
一
般
会
計
補
助
金
１

４
０
万
円
と
支
出
の
建
設
改
良
費

１
３
３
万
５
千
円
そ
れ
ぞ
れ
減
額

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
補
正
の
主
な
も
の
は
、
表

５
の
と
お
り
で
す
。

表5 収益的収入及び支出
1.収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

款 項 目 既決予定額 補正予定額 計
水道事業収益 186,391 △ 3,450 182,941

営業収益 103,252 △ 3,450 99,802
給水収益 101,642 △ 2,900 98,742
受託工事収益 1,000 △ 1,000 0
その他営業収益 610 450 1,060

2.支出の部
款 項 目 既決予定額 補正予定額 計

水道事業費用 186,391 △ 3,450 182,941
営業費用 163,648 △ 3,450 160,198

原水及び浄水費 55,577 △ 748 54,829
配水及び給水費 19,036 △ 538 18,498
受託工事費 1,000 △ 1,000 0
総係費 10,608 △ 1,164 9,444

資本的収入及び支出
1.収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

款 項 目 既決予定額 補正予定額 計
資本的収入 58,300 △ 1,400 56,900

一般会計補助金 56,700 △ 1,400 55,300
一般会計補助金 56,700 △ 1,400 55,300

2.支出の部
款 項 目 既決予定額 補正予定額 計

資本的支出 157,916 △ 1,335 156,581
建設改良費 111,655 △ 1,335 110,320

施設拡張事業費 108,368 △ 1,335 107,033
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人

事

案

件

請

願

意
見
書（
議
員
発
議
）

発

議

玉
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任

玉
川
村
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

玉
川
村
監
査
委
員
の
選
任

　

任
期
満
了
と
な
る
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
に
次
の
３
名

の
方
が
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ

た
。

　

國
井　

文
雄
氏（
小　

高
）

　

藤
田　

英
生
氏（
岩
法
寺
）

　

八
木
喜
久
夫
氏（
南
須
釜
）

　

任
期
満
了
と
な
る
監
査
委
員

に
、
圓
谷
信
幸
氏（
川
辺
）が
全
会

一
致
で
同
意
さ
れ
た
。

　

村
議
会
委
員
会
条
例
の
第
19
条

の
出
席
説
明
の
要
求
に
つ
い
て
、 圓 谷 信 幸 氏

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
改
正
す
る

も
の
で
、
条
例
中
の「
教
育
委
員

会
の
委
員
長
」を「
教
育
委
員
会
の

教
育
長
」に
改
正
す
る
も
の
で
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

●
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
自
己
改
革
の

実
現
に
向
け
た
請
願
書

【
請
願
者
】

あ
ぶ
く
ま
石
川
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長　

高
原　

喜
國

　
　
　

紹
介
議
員　

大
和
田　

宏

　

付
託
を
受
け
た
総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会
で
審
議
し
た
結
果
、

採
択
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

本
会
議
に
お
い
て
委
員
会
審
議

結
果
を
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
全
員

異
議
な
し
で
採
択
さ
れ
た
。

●
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書
提

出
に
つ
い
て

【
請
願
者
】

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

福
島
県
連
合
会
石
川
地
区
連
合

議　
　

長　

鈴
木　

茂
彰

紹
介
議
員　

三
瓶　
　

力

　

付
託
を
受
け
た
総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会
で
審
議
し
た
結
果
、

採
択
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

本
会
議
に
お
い
て
委
員
会
審
議

結
果
を
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
全
員

異
議
な
し
で
採
択
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
自
己
改
革
の

実
現
に
向
け
た
意
見
書
と
、
福
島

県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期

発
効
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い

て
、
議
員
発
議
で
本
会
議
提
案
さ

れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

意
見
書
は
、
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か

政
府
関
係
機
関
に
提
出
さ
れ
た
。

検
証
レ
ポ
ー
ト　

そ
の
後
③

川辺字二ノ鳥居地内の水路整備に関する請願
（平成２２年９月）請　願：

平成２６年度事業として、味原医院西側の水路
整備がされた。その後：

請
願
や
議
員
の
質
問
な
ど
に
答
え
る
執
行
部
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

ど
う
村
政
に
反
映
さ
れ
た
の
か
、
対
応
を
検
証
し
ま
し
た
。

整備前の水路整備前の水路

整備された水路整備された水路
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●歳　出　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
款 27年度当初 26年度当初 増減額

１ 議　 会　 費 83,359 75,682 7,677

２ 総　 務　 費 1,048,113 616,490 431,623

３ 民　 生　 費 761,794 779,385 △17,591

４ 衛　 生　 費 457,954 557,770 △99,816

５ 労　 働　 費 125 125 0

６ 農 林 水 産 業 費 297,631 252,817 44,814

７ 商　 工　 費 59,665 74,006 △14,341

８ 土　 木　 費 173,095 169,385 3,710

９ 消　 防　 費 177,072 170,549 6,523

10 教　 育　 費 423,712 424,540 △828

11 災 害 復 旧 費 3 3 0

12 公　 債　 費 412,141 432,819 △20,678

13 諸 支 出 金 1,099 1,922 △823

14 予　 備　 費 4,237 4,507 △270

歳出合計 3,900,000 3,560,000 340,000

●歳　入　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
款 27年度当初 26年度当初 増減額

１ 村 　 　 　 税 669,179 670,472 △1,293

２ 地 方 譲 与 税 47,028 47,764 △736

３ 利 子 割 交 付 金 987 1,212 △225

４ 配 当 割 交 付 金 1,223 1,065 158

５ 株式等譲渡所得割交付金 481 349 132

６ 地方消費税交付金 102,788 71,411 31,377

７ 自動車取得税交付金 4,998 5,444 △446

８ 地 方 特例交付金 1,555 1,521 34

９ 地 方 交 付 税 1,646,648 1,350,000 296,648

10 交通安全対策特別交付金 1,002 1,113 △111

11 分担金及び負担金 28,435 22,658 5,777

12 使用料及び手数料 67,470 68,843 △1,373

13 国 庫 支 出 金 455,944 224,432 231,512

14 県 支 出 金 254,756 408,699 △153,943

15 財 産 収 入 5,962 5,916 46

16 寄 　 附 　 金 1,001 2 999

17 繰 　 入 　 金 208,602 345,507 △136,905

18 繰 　 越 　 金 50,000 50,000 0

19 諸 　 収 　 入 80,941 75,492 5,449

20 村 　 　 　 債 271,000 208,100 62,900

歳入合計 3,900,000 3,560,000 340,000

会計区分 27年度予算 26年度予算 増減額

国民健康保険特別会計 997,913 885,894 112,019

介 護 保 険 特 別 会 計 508,398 449,867 58,531

後期高齢者医療特別会計 50,341 48,245 2,096

農業集落排水事業特別会計 126,753 128,152 △1,399

簡易水道事業特別会計 上水道に統合 21,870 △21,870

上水道事業

収　益　的 213,662 188,445 25,217

資　本　的 193,951 56,701 137,250

計 407,613 245,146 162,467

合　　計 2,091,018 1,779,174 311,844

事　業　名 金　額
屋根付き広場等整備事業 435,092
防災行政無線改修事業 118,155
社会保障・税番号制度システム整備事業 36,237
就業改善センター耐震補強事業 26,327
認定こども園造成工事 15,000
水路整備事業 14,600
地域おこし協力隊事業 13,424
屋内遊び場遊具更新事業 11,448
耐震性貯水槽設置工事 11,308
本庁舎２階空調設備整備事業 9,060
本庁舎・北庁舎トイレ改修事業 7,236
農業水利施設保全合理化事業 6,000
玉川村議会議員一般選挙 5,822
福島県議会議員一般選挙 5,610
就業改善センタートイレ改修工事 5,287
玉川村長選挙 5,272
米生産意欲向上支援緊急対策事業 5,250

平成２７年度  一 般 会 計 予 算
どう活かす３９億円の使いみち

特別会計・上水道事業会計予算
（単位：千円）

主 な 新 規 事 業
（単位：千円）
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現
在
、受
信
機
が
屋
内
外
と
も

音
声
が
非
常
に
聞
き
取
り
に
く
く
、

地
域
に
よ
って
は
全
く
聞
き
取
れ
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。ど
の
よ
う
な

改
善
方
法
が
な
さ
れ
る
の
か
問
う
。

問　

何
年
前
に
こ
の
無
線
は
設
置

さ
れ
た
の
か
。

答　

昭
和
61
年
２
月
に
、
農
村
情

報
連
絡
施
設
設
置
事
業
に
よ
り
防

災
行
政
無
線
を
導
入
し
た
。

問　

古
い
受
信
機
を
交
換
し
た
戸

数
は
何
件
か
。

答　

現
在
、
新
規
設
置
者
と
修
理

が
不
可
能
な
受
信
機
の
更
新
希
望

者
に
、
２
分
の
１
の
助
成
を
行
っ
て

い
る
。
26
年
度
は
18
世
帯
の
設
置

助
成
希
望
者
が
お
り
、
そ
の
う
ち

更
新
は
14
世
帯
で
あ
る
。
こ
こ
数

年
、
受
信
機
の
老
朽
化
や
故
障
に

よ
り
更
新
数
が
増
加
し
て
い
る
の

で
、
助
成
制
度
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、

飯
島
三
郎
議 

員

Ｑ　

防
災
行
政
無
線
の
今
後
の

　
　

維
持
管
理
に
つ
い
て
。

Ｑ　

古
民
家
の
調
査
と

　
　

利
活
用
問
題
に
つ
い
て
。

玉川村議会3月定例会 

3 人の議員が村政を問う
通　告　者 質　　　問　　　事　　　項

飯　島　三　郎 １　防災行政無線の今後の維持管理運営について
２　古民家の調査と利活用問題について

小　林　徳　清 １　定住促進策は
２　第５次玉川村振興計画について

塩　澤　重　男 １　玉川村振興諸施策について
２　教育行政について

引
き
続
き
修
理
が
き
か
な
い
受
信

機
の
更
新
に
も
力
を
入
れ
た
い
。

問　

新
し
い
方
式
の
受
信
機
で
対

応
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

現
在
使
用
し
て
い
る
ア
ナ
ロ

グ
方
式
の
防
災
無
線
は
、
当
初
導

入
か
ら
30
年
が
経
過
し
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
来
年

度
の
予
算
要
求
で
、
デ
ジ
タ
ル
方

式
に
よ
る
防
災
無
線
設
備
の
導
入

を
計
画
し
て
い
る
。

　

な
お
、各
世
帯
に
設
置
し
て
い
る

戸
別
受
信
機
は
、ア
ナ
ロ
グ
方
式
で

あ
る
た
め
、当
面
の
間
は
ア
ナ
ロ
グ

方
式
と
デ
ジ
タ
ル
方
式
の
２
つ
の
方

式
を
併
用
し
て
、来
年
度
以
降
の

戸
別
受
信
機
導
入
に
つ
い
て
は
、デ

ジ
タ
ル
方
式
に
よ
る
設
置
を
順
次

進
め
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

問　

山
小
屋
地
区
に
、
新
年
度
予

算
の
中
に
防
災
無
線
改
修
工
事
の

予
算
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
ど
の

範
囲
ま
で
カ
バ
ー
で
き
る
の
か
。

答　

山
小
屋
の
親
局
か
ら
村
内
の

17
局
を
中
継
し
て
一
般
家
庭
で
受

信
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

問　

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
、
携
帯

で
の
受
信
は
。

答　

現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
人
が

受
信
し
て
い
る
。

問　

年
々
空
き
家
が
増
え
続
け
、

防
犯
、火
災
な
ど
の
面
で
地
域
の

方
々
が
心
配
を
し
て
い
る
。空
き
家

の
中
に
は
文
化
財
と
し
て
活
用
で

き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。速
や
か
に

対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
が
、村
当
局
の
考
え
を
問
う
。

答　

文
化
財
と
は
単
に
古
い
だ
け

で
は
な
く
、
歴
史
的
ま
た
は
文
化

的
価
値
の
高
い
も
の
を
い
い
、
そ

の
構
造
、
材
料
の
価
値
、
歴
史
的

背
景
な
ど
様
々
な
面
に
つ
い
て
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、文
化
財
の
指
定
を
受
け
る

に
は
玉
川
村
文
化
財
保
護
審
議
会

に
諮
り
、現
地
調
査
や
所
有
者
及

び
管
理
者
の
意
向
調
査
な
ど
を
実

施
し
て
、指
定
し
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
す
の
で
、適
す
る
と
思
わ
れ
る

物
件
が
あ
る
と
す
れ
ば
、今
後
調

査
検
討
し
た
い
。

答

答答

答答

答 問

問

問問

問

問
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え
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
の
で
目

標
達
成
に
努
力
し
て
い
く
。
固
定

資
産
税
98
・
２
％
目
標
達
成
に
努

力
し
た
い
。

問　

景
観
を
損
な
う
可
能
性
の
あ

る
建
築
物
な
ど
に
つ
い
て
適
正
な

対
策
と
は
。

答　

県
景
観
条
例
に
基
づ
き
県
と

連
携
し
て
整
合
性
の
と
れ
た
景
観

形
成
に
資
す
る
事
業
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
で
あ
る
。
届
け
出
の
案

件
に
つ
い
て
、
県
か
ら
の
意
見
照

会
に
対
し
回
答
す
る
か
た
ち
で
実

施
し
て
い
る
。

平成27年4月23日 （10）

小
林
徳
清
議 

員

Ｑ　

定
住
促
進
策
は
。

Ａ　

村
内
に
住
宅
を
建
て
る
方
、建
売
住
宅
取
得
者
に

　
　

補
助
金
支
給
を
27
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

Ｑ　

第
５
次
玉
川
村
振
興
計
画
に
つ
い
て
。

Ａ　

目
標
達
成
に
努
力
す
る
。

　

人
口
減
少
高
齢
化
は
地
域
の
活

力
を
衰
退
さ
せ
集
落
存
亡
に
関
わ

る
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
人
口
推

移
を
は
る
か
に
超
え
る
人
口
減
少

に
対
し
無
為
無
策
で
は
な
ら
な

い
。
何
ら
か
の
定
住
促
進
策
を
講

じ
る
必
要
か
ら
見
解
を
問
う
。

問　

立
地
条
件
、
交
通
の
便
の
良

さ
、
生
活
環
境
の
優
位
性
、
安

全
・
安
心
に
住
み
暮
ら
せ
る
な

ど
、
移
住
定
住
を
誘
引
す
る
Ｐ
Ｒ

を
考
慮
す
べ
き
で
は
。

答　

当
村
は
交
通
の
便
が
大
変
良

い
所
で
あ
り
地
域
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
は

必
要
で
、
村
と
し
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
今
後
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
動
画
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
通
信
機
器
を
活
用

し
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
有
効
で
、

実
施
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

問　

移
住
定
住
者
に
対
し
、
村
外

通
勤
に
使
用
す
る
軽
乗
用
車
の
税

軽
減
や
免
税
の
考
慮
、
ま
た
用
地

取
得
や
住
宅
建
設
費
の
一
部
補
助

な
ど
の
検
討
は
。

答　

自
動
車
の
軽
減
や
免
税
に
つ

い
て
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
が
、
住
宅
建
設
費
や
建
売
住
宅

の
取
得
費
の
一
部
補
助
に
つ
い
て

は
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
３
月

定
例
会
に
補
正
予
算
を
計
上
し
27

年
度
か
ら
事
業
を
実
施
す
る
。

問　

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
定
住
対

策
支
援
を
27
年
４
月
か
ら
実
施
す

る
。
ま
た
子
育
て
支
援
と
し
て
新

た
に
誕
生
祝
金
の
支
給
と
は
。

答　

新
た
に
住
宅
を
建
て
る
方
や

村
内
建
売
住
宅
を
買
う
方
に
補
助

金
を
支
給
す
る
。
基
準
額
を
設
定

し
村
外
か
ら
の
転
入
者
や
子
育
て

世
帯
に
は
増
額
を
考
え
て
い
る
。

現
在
の
新
生
児
誕
生
祝
金
を
見
直

し
、
27
年
４
月
か
ら「
た
ま
か
わ

っ
子
誕
生
祝
金
支
給
条
例
」を
制

定
し
対
応
す
る
施
策
で
あ
る
。
支

給
対
象
第
１
子
10
万
円
、
第
２
子

20
万
円
、
第
３
子
以
降
50
万
円
を

祝
金
と
し
て
助
成
す
る
。

問　

地
域
活
性
化
定
住
対
策
に
つ

い
て
整
理
さ
れ
た
意
見
、
要
望

は
。
ま
た
空
き
家
25
戸
、
住
宅
適

地
20
カ
所
の
最
終
結
果
は
。

答　

提
言
は
大
き
く
３
点
、
①
定

住
奨
励
金
を
活
か
し
人
口
増
を
図

る
。
②
住
宅
適
地
情
報
を
台
帳
化

し
開
発
者
へ
提
供
し
や
す
い
も
の

と
す
る
。
③
空
き
家
・
空
き
地
情

報
を
整
理
し「
空
き
家
・
空
き
地

バ
ン
ク
」と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
へ
掲
載
し
、
有
効
活
用
の
促

進
を
図
る
。
空
き
家
20
戸
、
住
宅

適
地
27
カ
所
で
す
。

問　

有
効
活
用
で
き
る
空
き
家
は

何
戸
あ
る
か
、
廃
屋
解
体
撤
去
の

勧
告
は
。
ま
た
解
体
費
用
補
助
の

考
え
は
。

答　

権
利
関
係
が
不
明
確
で
、
半

分
の
所
有
者
の
中
で
希
望
の
あ
る

方
は
１
名
で
す
。
空
き
家
の
中
で

廃
屋
と
判
断
で
き
る
数
は
把
握
し

て
い
な
い
が
、
廃
屋
の
場
合
所
有

者
へ
改
善
に
向
け
た
指
導
を
し
て

い
く
。
ま
た
解
体
費
用
補
助
は
調

査
研
究
し
検
討
す
る
。

問　

村
内
に
特
定
空
き
家
は
あ
る

か
。

答　

特
定
空
き
家
の
指
定
は
な
い
。

　

第
５
次
玉
川
村
振
興
計
画
は
27

年
度
で
終
了
し
新
た
に
第
６
次
計

画
が
策
定
さ
れ
る
も
の
と
思
う
。

成
果
途
中
で
は
あ
る
が
成
果
指
標

の
進
歩
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

問　

耕
作
放
棄
地
解
消
面
積
５
ヘ

ク
タ
ー
ル
目
標
は
。

答　

26
年
度
の
現
在
の
状
況
は

３
・
19
ヘ
ク
タ
ー
ル
解
消
で
す
。

答

答

答

答

答

答

答

問問

問

問

問

問

問

問　

道
路
、
国
保
、
村
税
の
成
果

指
標
達
成
は
。

答　

道
路
台
帳
整
備
補
正
委
託
の

成
果
か
ら
村
道
の
改
良
率
74
・
99

％
、
舗
装
率
82
・
11
％
で
、
目
標

は
達
成
し
て
い
な
い
が
努
力
す

る
。
国
民
保
険
税
93
％
目
標
は
昨

年
同
時
期
と
比
べ
る
と
低
い
。
こ

の
ま
ま
で
は
昨
年
の
収
納
率
を
超

答

答

問

問

定住化がはかられている民間の住宅地定住化がはかられている民間の住宅地
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問　

川
辺
小
・
玉
川
第
一
小
統
合
に

向
け
受
入
れ
態
勢
は
万
全
か
問
う
。

答　

新
生
玉
川
第
一
小
学
校
と
い

う
意
識
で
順
調
に
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　

無
料
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
２
往
復

運
行
す
る
。
校
舎
の
改
修
工
事
を

実
施
し
た
。

問　

い
じ
め
防
止
対
策
は
。

答　

各
学
校
、い
じ
め
防
止
基
本

方
針
で
や
って
い
る
。村
で
も
い
じ
め

防
止
の
基
本
方
針
を
作
成
す
る
。

問　

村
内
小
中
学
校
通
学
路
の
防

犯
対
策
は
十
分
か
問
う
。

答　

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

で
週
２
回
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
。
毎
日
付
き
添
い
活
動
の「
川

辺
こ
ぶ
し
隊
」や
定
期
的
に
活
動

し
て
い
る「
愛
の
パ
ト
ロ
ー
ル
」で

地
域
の
子
供
を
見
守
っ
て
い
る
。

Ｑ　
教
育
行
政
に
つ
い
て
。

問　

玉
川
村
小
中
学
校
再
編
検
討

委
員
会
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

答　

15
人
で
構
成
す
る「
玉
川
村

立
小
中
学
校
の
在
り
方
検
討
委
員

会
」で
検
討
し
て
い
る
。

　

平
成
29
年
１
月
に
提
言
書
提
出

が
目
標
。

問　

文
科
省
の
小
中
学
校
統
廃
合

手
引
き
を
受
け
て
の
見
解
を
問

う
。

答　

玉
川
村
の
地
域
性
や
実
情
、

実
態
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
活
力
あ

る
学
校
づ
く
り
に
活
用
す
る
。

問　

小
学
校
・
幼
稚
園
の
空
き
校

舎
と
跡
地
利
用
計
画
を
問
う
。

答　

川
辺
小
校
舎
の
利
用
は
未

定
。
幼
稚
園
は
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
運
営
に
使
用
す
る
。

平成27年4月23日（11）

（
産
業
振
興
）

問　

な
ぜ
種
モ
ミ
購
入
費
の
助
成

は
で
き
な
い
の
か
問
う
。

答　

福
島
県
の
助
成
内
容
に
準
じ

種
モ
ミ
購
入
費
の
助
成
を
す
る
方

針
。

問　

玉
川
村
観
光
資
源
活
用
で
の

検
討
委
員
会
の
取
り
組
み
状
況
を

問
う
。

答　

次
年
度
に
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
各
種
観
光
施
策
を
検
討
す

る
。

（
少
子
化
対
策
）

問　

婚
活
事
業
の
成
果
と
新
し
い

試
み
は
あ
る
の
か
問
う
。

答　

こ
れ
ま
で
５
年
間
の
延
べ
参

加
者
は
男
性
１
１
６
名
。
女
性
１

０
３
名
。
結
婚
３
件
。
石
川
地
方

連
携
事
業
は
延
べ
参
加
者
は
男
性

57
名
。
女
性
13
名
。
結
婚
１
件
。

　

平
成
27
年
度
は
ス
ポ
ー
ツ
交
流

を
メ
イ
ン
に
実
施
。

塩
澤
重
男
議 

員

問　

未
婚
者
の
本
音
は
何
か
。

答　

結
婚
の
意
識
が
薄
れ
て
関
心

が
な
い
。
周
り
で
参
加
さ
せ
る
意

識
、
本
人
に
結
婚
し
た
い
と
い
う

意
識
を
持
た
せ
る
こ
と
が
大
事
。

（
定
住
化
促
進
）

問　

集
落
排
水
接
続
に
も
助
成
金

の
交
付
や
、
ま
た
は
加
入
負
担
金

の
軽
減
措
置
を
講
ず
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
問
う
。

答　

助
成
金
の
交
付
や
補
助
な
ど

は
な
い
。
ま
た
加
入
負
担
金
の
軽

減
措
置
も
な
い
。

問　

本
管
ま
で
の
工
事
費
や
加
入

負
担
金
20
万
円
は
定
住
促
進
の
障

害
に
な
る
。

答　

今
ま
で
そ
の
よ
う
な
話
は
聞

い
て
な
い
。

問　

新
規
の
農
業
集
落
排
水
も
同

様
に
な
る
の
か
。

答　

３
年
後
に
加
入
の
場
合
、
負

担
金
は
20
万
円
が
ベ
ー
ス
に
な
る
。

（
健
康
寿
命
延
伸
）

問　

健
康
の
駅
利
用
状
況
を
問
う
。

答　

講
習
会
受
講
者
97
名
。
受
講

後
の
利
用
延
べ
３
３
２
回
。

問　

利
用
者
の
要
望
な
ど
は
。

答　

直
接
は
な
い
。
利
用
に
つ
い

て
の
不
満
が
１
件
。

問　

利
用
者
の
増
加
対
策
は
。

答　

今
後
利
用
促
進
を
図
る
。

問　

住
民
健
診
の
受
診
率
と
受
診

向
上
の
対
策
を
問
う
。

答　

胃
が
ん
18
・
１
％
、
大
腸
が

ん
28
・
７
％
、
肺
が
ん
36
・
７
％
、

子
宮
が
ん
20
・
９
％
、
乳
が
ん
21
・

９
％
、
前
立
腺
が
ん
28
・
３
％
、
特

定
健
診
50
・
７
％
。

　

受
診
率
向
上
に
は
総
合
健
診
を

実
施
す
る
。特
定
健
診
、肺
が
ん
検

診
、胃
が
ん
検
診
、大
腸
が
ん
検
診
、

前
立
腺
が
ん
検
診
、結
核
検
診
を
一

度
に
で
き
る
体
制
に
す
る
。

問　

受
診
結
果
の
全
体
指
導
や
個

別
指
導
は
。

答　

要
精
検
者
に
は
通
知
を
出

し
、
医
師
・
管
理
栄
養
士
の
指
導

が
あ
る
。

問　

第
５
次
振
興
計
画
最
終
年
度

に
あ
た
り
、
点
検
・
評
価
は
ど
う

か
。
ま
た
、
な
ぜ
事
務
事
業
評
価

や
行
政
評
価
制
度
を
取
り
入
れ
な

い
の
か
問
う
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
の
評
価
指
標
に
つい

て
、
点
検
や
進
捗
状
況
の
確
認
作

業
中
。
最
終
的
に
27
年
度
に
再
度

点
検
・
確
認
を
す
る
。
今
後
、
計

画
・
実
行
・
評
価
・
改
善（
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
）を
基
本
と
し
た
評
価

制
度
の
導
入
を
検
討
す
る
。

問

問

問問問問問問

問問問

問問

問問問

問 問問

答

答

答

答答答答

答答答 答

答答答

答答

答答答

Ｑ　

玉
川
村
の
振
興
施
策
に
つ
い
て
。

新規に導入されたスクールバス新規に導入されたスクールバス
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春
の
息
吹
も
感
じ
ら
れ
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
、原
発
事
故

か
ら
４
年
の
月
日
を
迎
え
、多

く
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。

　

昨
年
は
、米
が
大
変
安
く
、今

後
の
農
業
に
問
題
を
残
す
こ
と

と
考
え
ら
れ
ま
す
。今
年
も
春

の
農
作
業
の
作
付
も
始
ま
る
と

思
い
ま
す
が
、作
物
が
作
付
さ

れ
な
い
農
地
が
増
え
る
の
で
は

と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

村
と
し
て
も
こ
れ
か
ら
遊
休

農
地
、農
業
問
題
も
し
っ
か
り
と

見
つ
め
な
が
ら
、村
民
と
の
話
し

合
い
を
し
、夢
の
あ
る
玉
川
村

を
村
民
皆
さ
ん
と
と
も
に
つ
く

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

（
渡
邊　
一雄
）

あ　

と　

が　

き

あ　

と　

が　

き

２月
 １７日 公立岩瀬病院企業団議会臨時会（須賀川市）
 １８日 石川地方町村議会事務局長会議（石川町）
 １９日 須賀川地方広域消防組合議会定例会（須賀川市）
 ２３日 議員打合せ会（議員控室）
 ２４日 第１回臨時会（議場）
 ２５日 福島県町村議会議長会定期総会（福島市）

３月
 ２日 議会運営委員会（議員控室）
 ５日 全員協議会（議場）
 ９日～１６日 ３月定例会（議場）

 １３日 村内中学校卒業式
 １８日 村内幼稚園卒園式
 ２３日 村内小学校卒業式
 ２３日 川辺小学校記念碑除幕式・閉校式典
 ２５日 須賀川地方広域消防組合議会定例会（須賀川市）
 ２６日 村制施行６０周年記念式典（たまかわ文化体育館）
 ２７日 公立岩瀬病院企業団議会定例会（須賀川市）

４月
 １日 村職員辞令交付式・年度始め式、教職員着任式
 ６日 村内小中学校入学式
 ７日 村内幼稚園入園式
 １０日 議会広報編集委員会（議員控室）
 １０日 石川地方町村議会議長会（石川町）

4 月

3 月

2 月

　福島県町村議会議長会定期総会で田子武
幸議員と西川良英議員に全国町村議会議長
会から自治功労者として表彰されました。
　なお、表彰状の伝達は、３月定例会の際に行
われ、須藤議長からそれぞれ表彰状が贈呈さ
れました。

村制施行60周年
記念式典
　式典が午前１０時からたまかわ文化
体育館で開催されました。
　本村は、昭和30年3月31日に旧泉村
と旧須釜村の合併から60周年の節目
の年を迎えた。
　今までの村を築かれた先輩方に感謝
するとともに、村政運営に貢献された
多くの住民の皆様に感謝し、今後の村
政発展の礎としたい。

西川良英議員（左）と田子武幸議員西川良英議員（左）と田子武幸議員

あいさつをする須藤議長あいさつをする須藤議長

全国町村議会

田子、西川両議員が受賞

村村村村村村村制制制制制制制施施施施施施施行行行行行行行66666660000000周周周周周周周年年年年年年年村村村村村村村制制制制制制制施施施施施施施行行行行行行行66666660000000周周周周周周周年年年年年年年
記記記記記記記念念念念念念念式式式式式式式典典典典典典典記記記記記記記念念念念念念念式式式式式式式典典典典典典典
村制施行60周年
記念式典

全全全全全全国国国国国国町町町町町町村村村村村村村議議会会会会会会会全全全全全全全国国国国国国国町町町町町町町村村村村村村村議議議議議議議会会会会会会会全国町村議会
議長会表彰
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